
広 報 甲 佐
ま ち と 人 の 想 い が 交 わ る 情 報 交 差 点

No.6716 N 671
June2025

NRVD���B��⾲⣬�LQGG���� ���������������������



ウェブサイト ininnnninininini ststststtttststsss agagagagaggggggagagagaa rarararaaaaarararrrr mmmmmmmmmm

facebook

twitter

メールアプリ

CONTENTS
02　目次／人のうごき

03　甲佐町起業等応援施設がオープン

04　特集・防災～線状降水帯～

07　甲佐町提案型事業補助金について

08　民生委員・児童委員活動紹介／『甲佐町の文化財〔第三集〕』発刊

12　こうさの話題

14　健康だより／甲佐町フィットネスセンター

15　スマイル／休日当番医／子育てカレンダー

16　図書室へ行こう

17　公民館だより／人権

18　甲佐町まちづくり協議会／甲佐高校通信

19　甲佐町イベントカレンダー

20　町からのお知らせ

22　くらしの情報

26　うたごよみ

27　甲佐の野菜で作ってみよう！

28　Kosa Style　甲佐町消防団長・堀田高志さん

広報こうさ　R7.6

人のうごき（４月30日現在）

総人口

　9，824人　男 4,725人／女 5,099人

前月比

　－22人　　　　　男 －9／女 －13

　○出生　　 2人 　○死亡　　10人
　○転入　　24人 　○転出　　38人

総世帯数

　４，４02世帯　　前月比　＋2

町からの情報をお届けしています

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

━━━━  表紙の写真 ━━━━

　今回の表紙は、平成28年
６月豪雨の際の浅井橋から下
流を撮影した竜野川です。
１時間に150㍉の記録的豪雨
に見舞われ、町内各所で住宅
の浸水や土砂流入による道路
通行止めなど多くの被害が発
生しました。
　今月号では、大雨などの災
害が起きる前に確認していた
だきたい防災について特集し
ています。ぜひチェックして
みてください。
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■
甲
佐
町
起
業
等
応
援
施
設
オ
ー
プ
ン

　
町
で
は
、
起
業
者
ま
た
は
新
た
な
分
野

へ
の
進
出
す
る
事
業
者
等
の
事
業
展
開
を

支
援
し
、
地
域
活
力
の
創
造
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
経
済
お
よ
び
地
域
産
業
の
発

展
な
ど
を
目
的
と
し
て
「
甲
佐
町
起
業
等

応
援
施
設
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
当
施
設
は
新
し
く
会
社
を
開
い
た
り
、

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
す
る

人
を
応
援
す
る
場
所
で
す
。
町
内
外
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
ま
り
、
出
会
い
、
協

力
し
な
が
ら
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
に
ぎ

わ
い
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

■
施
設
の
概
要

▼
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
（
４
棟
）

　

個
室
型
ス
ペ
ー
ス
で
、
起
業
準
備
、
創

業
後
の
拠
点
や
甲
佐
町
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

▼
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス

　

町
民
の
方
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
、

町
民
参
加
型
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
ピ
ッ
タ

リ
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
少
人
数
で
も
利
用

で
き
ま
す
（
最
大
15
名
）。

▼
交
流
ス
ペ
ー
ス

　

芝
生
公
園
と
２
階
デ
ッ
キ
（
人
工
芝
テ

ラ
ス
）
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い
や
交

流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

■
施
設
の
「
愛
称
」
を
募
集
し
ま
す
！

　

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
未
来
に
誇
れ
る
施

設
と
な
る
よ
う
な
「
愛
称
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
町
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
な
た

で
も
応
募
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

６
月
30
日
（
月
）

■
テ
レ
ワ
ー
ク
入
門
セ
ミ
ナ
ー

　

当
施
設
管
理
者
の
み
ら
い
㈱
で
は
、
テ

レ
ワ
ー
ク
に
興
味
が
あ
る
方
に
向
け
て
、

実
際
の
お
仕
事
内
容
や
先
輩
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
の
体
験
談
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

７
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午　

甲佐町起業等応援施設が5/1よりオープン !

出会いが交差 (KOSA) し、未来が動き出す場所

i お 知 ら せ
▼

町
商
店
街
に
完
成
し
た
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
を
応
援
す
る
甲
佐
町
起
業
等
応
援
施
設

こ
ち
ら
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
▼

詳
細
は
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
▼

詳
し
く
は
こ
ち
ら

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４
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8広報 こうさ 2025.6

　民生委員・児童委員は、地域住民の皆さんの身近な相談相手です。地域の子ど
もたちが元気に、地域住民の皆さんが安心して暮らせるよう、町や社会福祉協議
会、学校などの関係機関と協力しながら、担当地区や町内各所で福祉活動に取り
組んでいます。

ご存じですか？

　民生委員は、民生委員法に基づいて厚生労働大臣か
ら委嘱された非常勤特別職の地方公務員です。
　それぞれの地域で常に住民の立場に立って相談に応
じ、必要な援助を行い、社会福祉の増進に努める人た
ちであり、「児童委員」も兼ねています。
　児童委員は、地域の子どもたちが元気に安心して暮

らせるように、子どもたちを見守り、子育ての不安や
妊娠中の心配ごとなどの相談・支援等を行います。
　本町では、民生委員・児童委員31人と児童に関する
相談・支援を行う主任児童委員２人が、担当地区およ
び町内各所で、無報酬で福祉活動に取り組んでいます。

民生委員・児童委員

　特定の区域を担当し、高齢者や障がいがある人の
福祉に関すること、子育てなどの不安に関するさま
ざまな相談・支援を実施しています。

●世帯を訪問し、状況を把握
　高齢者のいる世帯、障がいのある人の世帯、生活
に困窮している世帯、母子・父子世帯　など
●ニーズに応じた支援やサービスの情報を提供
●児童の登下校時の見守り
●「心配ごと相談」での相談　など

民生委員・児童委員、主任児童委員の主な仕事

❖特集　ご存じですか？民生委員・児童委員

あなたの地区でも
活動中！

民生委員・児童委員とは？

民生委員・児童委員

主任児童委員

　特定の区域を担当せず、地域の児童福祉に関する
機関の連携を図り、区域担当の児童委員の活動をサ
ポートしています。

●町、福祉事務所、児童相談所や保健所、学校と区
　域担当の民生委員・児童委員との連絡調整
●民生委員・児童委員の活動に関しての相談　など
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民生委員・児童委員
協議会会長

森
も り た

田 義
よしかつ

勝さん

（担当地区：船津区）

見守り訪問

　見守りが必要と思われ
る一人暮らしの高齢者等
を対象に、委員が自宅を
訪問し、安否確認を行っ
ています。

　子どもたちが安全に登
校できるように、声掛け
を行いながら見守りを
行っています。

　町民の生活における不
安や心配ごとの解消・解
決を目的として、月に１
回、心配ごと相談を行っ
ています。

子ども民生委員

　希望した甲佐中学校の生徒
を「子ども民生委員」とし
て委嘱し、地域の委員と協
力して、一人暮らし高齢者
宅への友愛訪問活動を行い、
交流を深めています。

定例会

　毎月「定例会」を開催し、
委員間の連携や情報交換、
知識向上のための研修を
行っています（写真は、上
益城消防署での研修の様子）。

　長年勤めた仕事に区切りがついた
タイミングで、今後は世の中のため、
地域のためになることをしていきた
いと思い民生委員・児童委員を引き
受けました。
　責任感のある仕事で日々勉強にな
ることばかりですが、何よりも地域
の方々に喜んでもらうことが私に
とっても喜びになり、やりがいにつ
ながっています。

民生委員・児童委員

井
いのうえ

上 美
み

穂
ほ

さん

（担当地区：下豊内区）

　地域の方と接する機会が多く、高
齢の一人暮らしの方を訪問しお話を
聞くととても喜んでもらえて、私の
ほうが元気をもらっています。
　悩みごと相談などでは、専門的な
知識も必要な場面もありますが、月
１回の定例会では、委員同士で意見
交換や知識向上の研修などを行うこ
とで、委員一人で問題を抱え込まず
に活動することができています。

地域と行政のつなぎ役
民生委員・児童委員へインタビュー

民生委員・児童委員には「守秘義務」があり、秘密は固く守られます
　民生委員・児童委員、主任児童委員には、民生委員法第15条で定められた守秘義務があります。守秘義務は、任
期中はもちろん、退任後も引き続き課せられています。
　民生委員・児童委員には、日々さまざまな相談が寄せられ、専門機関による支援につなぐことなどを通じて、課題
解決のお手伝いをしています。地域住民の一員である民生委員・児童委員は、皆さんの最も身近な相談相手です。
　相談内容や個人情報などプライバシーに配慮した支援活動を行っていますので、安心してご相談ください。

▶お問い合わせ先　町民生委員・児童委員協議会事務局　☎096-234-1192　　町福祉課　☎096-234-1114

❖特集　ご存じですか？民生委員・児童委員

民生委員・児童委員はどんな活動をしているのでしょうか？

登下校の見守り 心配ごと相談CASE2 CASE3

CASE4 CASE5

CASE1
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甲佐町合併 70 周年記念甲佐町合併 70 周年記念
「甲佐町の文化財〔第三集〕」を発刊

　平成２年に第一集、平成５年に第二集が編さんされてから約30年。本町合併70周年を記
念して、『甲佐町の文化財〔第三集〕』を発刊しました。
　本町の宝である歴史や文化を次世代へ継承するために編さんされた第三集の見どころや、
本冊子の発刊にあたり町内文化財の調査や執筆など尽力された町文化財保護委員の皆さ
んの活動についてご紹介します。

　　

町
と
町
教
育
委
員
会
、
町
文
化

財
保
護
委
員
会
で
は
、
本
町
合
併

70
周
年
を
記
念
し
て
『
甲
佐
町
の

文
化
財
〔
第
三
集
〕』
を
発
刊
し

ま
し
た
。

　

本
冊
子
は
、
平
成
２
年
に
発
刊

さ
れ
た
『
甲
佐
町
の
文
化
財
〔
第

一
集
〕』、
平
成
５
年
に
発
刊
さ
れ

た『
甲
佐
町
の
文
化
財〔
第
二
集
〕』

を
基
に
、
そ
の
後
の
調
査
で
確
認

さ
れ
た
町
内
所
在
の
有
形
文
化
財

お
よ
び
記
念
物
（
遺
跡
、
名
勝

地
、
植
物
や
鉱
物
な
ど
）
に
つ
い

て
、
町
文
化
財
保
護
委
員
会
が
令

和
４
年
度
か
ら
文
化
財
調
査
を
す

す
め
、
約
30
年
ぶ
り
に
改
訂
し
た

も
の
で
す
。

　

本
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る

天
然
記
念
物
「
麻
生
原
の
キ
ン
モ

ク
セ
イ
」（
昭
和
９
年
指
定
）、
史

跡
「
陣
ノ
内
城
跡
」（
令
和
３
年

指
定
）
の
２
件
の
国
指
定
文
化
財

や
16
件
の
町
指
定
文
化
財
に
加

え
、
先
人
た
ち
が
守
り
伝
え
、
地

域
の
人
々
の
文
化
活
動
に
よ
り
作

り
出
さ
れ
て
き
た
近
代
以
前
の
未

指
定
文
化
財
2
3
7
件
を
掲
載

し
て
い
ま
す
（
未
指
定
文
化
財
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
を
掲
載
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
歴
史

や
文
化
の
継
承
と
と
も
に
、
文
化

財
の
保
存
や
活
用
な
ど
を
推
進
す

る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

第
二
集
か
ら
約

第
二
集
か
ら
約
3030
年
ぶ
り
に
発
刊

年
ぶ
り
に
発
刊

『甲佐町の文化財（第三集）』の編さんに携わった
町文化財保護委員の（左から）赤星さん、石坂さん、成松さん、北里さん

▲本町の歴史や文化を集めた『甲佐町の文化財』

▲発刊された『甲佐町の文化財〔第三集〕』

歴
史
や
文
化
の
継
承
の
た
め
に

歴
史
や
文
化
の
継
承
の
た
め
に
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11 広報 こうさ 2025.6

甲佐町合併 70 周年記念

　

文
化
財
保
護
委
員
と
は
、
文
化

財
の
保
存
、
活
用
、
調
査
研
究
な

ど
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
委

員
会
で
あ
り
、
本
町
で
は
赤
星
眞

照
さ
ん
（
有
安
区
）、
石
坂
妙
さ

ん
（
吉
田
区
）、
北
里
義
友
さ
ん

（
津
志
田
区
）、成
松
和
夫
さ
ん（
浅

井
区
）
の
４
名
の
委
員
が
町
内
文

化
財
に
対
す
る
保
護
・
啓
発
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
冊
子
の
編
さ
ん
に
あ
た
り
、

町
文
化
財
保
護
委
員
会
で
は
、
令

和
４
〜
６
年
度
に
か
け
て
延
べ
30

回
以
上
の
文
化
財
調
査
と
毎
月
開

催
さ
れ
る
文
化
財
保
護
委
員
会
の

中
で
、
町
内
文
化
財
の
調
査
、
執

筆
、
推す

い
こ
う敲

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

同
委
員
長
の
赤
星
さ
ん
は
、「
令

和
４
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ
た
っ

て
文
化
財
や
遺
跡
を
現
地
で
『
見

て
、
触
れ
て
、
聞
き
取
る
』
調
査

検
証
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
出
会
っ
た
先
人
が
残
し
て
く
れ

た
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
守
り
後
世

に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
保
護

委
員
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
調
査
・
検
証
に
携
わ
り
、

こ
の
地
で
い
の
ち
を
つ
な
い
で
き

た
人
々
の
息
吹
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
委
員
と
し
て
も
喜

び
で
し
た
。
こ
の
冊
子
を
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
に
も
見
て
も

ら
っ
て
、
甲
佐
町
の
豊
か
な
文
化

や
歴
史
に
触
れ
て
学
ぶ
き
っ
か
け

に
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　

本
冊
子
は
、
町
図
書
室
や
町
内

各
行
政
区
公
民
館
等
、
そ
の
他
県

内
図
書
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

information

甲佐町文化財保護委員長

赤
あかほし

星 眞
まさてる

照さん

　『甲佐町の文化財〔第三集〕』の配布希望事業所を募集します

　町教育委員会では、甲佐町合併70周年記念『甲佐
町の文化財〔第三集〕』を町内外の多くの方々にご覧い
ただくことで、地域文化が再確認され、町内には多種多
様な文化財が所在することをあらためて知っていただ
く機会となるよう、配布を希望される町内事業所を次
のとおり募集します。
　なお、発刊部数には限りがありますので、募集状況に
よっては、すべての希望事業所に配布できないことが
ありますので、ご了承ください。　

○募集期限
　令和７年８月末日（翌９月より順次配布）　
○配布冊数
　原則１事業所あたり１冊
※閲覧予定場所が複数ある場合は、この限りではあ 
　りません。
〇申し込みの際に注意いただきたいこと
・町内に所在する事業所であること　
・待合室など多くの方が閲覧できる環境があること 

特集：甲佐町の文化財〔第三集〕を発刊

本
町
の
文た

か

ら
化
財
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

▶お申し込み・お問い合わせ先
　町教育委員会社会教育課
　☎096-234-2447（内線327）

町公式ウェブサイト「『甲佐町の文化財〔第
三集〕』の配布希望の町内事業所を募集しま
す」ページQRコード▶

▲町内の文化財を調査する文化財保護委員

▲第三集裏表紙 ▲『甲佐町の文化財〔第三集〕』表紙と陣ノ内城跡ページ ▲第三集表紙
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▲甲斐町長から伝達された勲記を手にする田上益男さん（横田区）

▲「大きく育ってね」と声かけしながら稚アユを放流する甲佐小児童 ▲回収されたごみを分別する甲佐中学校の生徒たち

　５月11日（日）美里町緑川補助ダムイベント広場で
緑川水防演習が開催されました。同演習は、緑川流域
の市町などが参加する緑川水防演習協議会が主催する
もので、この訓練は大雨や洪水などの被害を未然に防
ぎ、被害を抑えるために緑川流域の市町や県、国土交
通省や陸上自衛隊が協力して実施。水防の大切さを広
く啓発するため、毎年梅雨時期前に開催されています。

非常時の備えを万全に
令和７年度緑川水防演習

　地方自治の発展に貢献したとして旭日単光章を受章
した田上益男さん（横田区）に、甲斐高士町長から勲
章と勲記が伝達されました。高齢者叙勲は、優れた行
いのあった方などに対し、88歳に達した機会にその
功績や業績を内閣総理大臣が表彰するもの。田上さん
は、長年にわたり町議会議員として本町の発展に貢献
した功績などが認められ今回の受章となりました。

長年の功績を称えて
高齢者叙勲・旭日単光章受章

　４月28日（月）中甲橋グリーンパークで、甲佐小
学校（松﨑秀誓校長）３年生22人が稚アユの放流を
体験しました。サントリー九州熊本工場（嘉島町）が
環境保全活動の一環として、子どもたちに水環境の大
切さを伝えるために2005年から実施。児童たちは緑
川漁業協同組合の協力のもと、体長３～４㌢程の稚ア
ユ約１万9千匹を緑川に放流しました。

緑川で大きくなってね
甲佐小３年生が稚アユ１万９千匹を放流

　本県を流れる１級河川「緑川」で、流域住民や企業
が参加して河川や周辺の一斉清掃を実施しました。本
町では、家族連れなど733人が河原や河川敷などを清
掃。参加者はペットボトルやプラスチック容器などの
ごみを拾い、美化活動に汗を流しました。回収したご
みは、中甲橋グリーンパークに集められ、甲佐中生徒
や町内企業のボランティアにより分別されました。

「緑川の日2025」一斉清掃
４月29日（火）は「緑川の日」

こうさの 話題

▲緑川水防演習で「木流し工法」を実施する町水防団の団員たち
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▲東京甲佐会総会であいさつする岩本憲章会長

　４月19日（土）東京都で第29回東京甲佐会総会お
よび懇親会が開催されました。
　同会（岩本憲章会長）は主に首都圏在住の本町出身
者などで構成され、会員相互の親睦と故郷である本町
との交流や情報交換などを目的に平成６年に設立。総
会では、本町にゆかりのある方々が出席し、故郷への
思いを馳せつつ、交流を図りました。

本町出身者が集い故郷を思う
第29回東京甲佐会総会および懇親会

こうさの旬な情報を発信！

▲なるなる体操で体をほぐす西寒野老人会「元気会」の皆さん

　４月27日（日）西寒野公民館で、西寒野老人会創
立50周年記念式が開催されました。同式典は、同会

「元気会」創立50周年を記念して開催。地域住民など
約50人が参加しました。余興では、日本舞踊やマジッ
クショーが催され、会場は大賑わい。介護予防体操の

「なるなる体操」や同会員手作りの手毬や絵画、盆栽
などの展示も行われ、式典は大いに盛り上がりました。

明るく元気に長生きしよう
西寒野老人会創立50周年記念式

▲甲斐町長から感謝状を受け取った中村代表取締役 ( 左 )

本町への寄附企業に感謝状
企業版ふるさと納税制度

▲甲斐町長から感謝状を受け取った松永代表取締役（左）

　５月16日（金）町本庁舎で、企業版ふるさと納税
制度を活用し、本町へ寄附をいただいた未来創造㈱

（熊本市・松永浩司代表取締役：写真上）と㈱建設プ
ロジェクトセンター（熊本市・中村建太朗代表取締
役：写真下）に甲斐高士町長より感謝状が贈られました。
　企業版ふるさと納税制度は、人口減少や地域経済の
衰退に悩む地方創生を後押しする目的で作られた制度。
本町でも今までに数多くの企業から寄附をいただき、
地方創生の取り組みに活用させていただいています。
未来創造㈱は、ふるさと納税事業を通した地域活性化
事業を主に行う企業で、㈱建設プロジェクトセンター
は、建設や文化的景観等の土木技術コンサルタント業
を主に行う企業です。
　今回、未来創造㈱および㈱建設プロジェクトセン
ターからいただいた寄附金は、安定した「しごと」を
創出する基盤づくりや関係人口の創出と定住促進など
を基本目標とする「甲佐町まち・ひと・しごと創生推
進計画」に基づく事業のために活用します。
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Health
木村 真澄 さん

( 保健師 )健康だより

体組成計を活用した健康づくりをしよう

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲ InBody 測定をしてみませんか？

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
健康の未来は、足元から！体組成＆筋力測定会

今月の紹介者

●体組成計とはどういうものか
　体を構成する成分には、大きく分けて「脂肪」「筋
肉」「骨」「水分」などがあります。これらの組成分を体
組成といい、体組成計は、体に微弱な電流を流し電流の
流れにくさを示した値と年齢や性別、身長といった情報
を組み合わせ、体脂肪率や内臓脂肪レベルといった各数
値を算出しているものです。
　そのため、体重や体脂肪を測るだけでは分からない自
分の体組成のバランスを確認していくことが、健康管理
にも役立ちます。

●体組成計を測定することのメリットとは
　体を構成する成分を測定しているため、脂肪量や筋肉
の量を測ることができます。脂肪が多すぎたり、筋肉量
が少なすぎたりといった体の構成成分バランスが乱れる
と生活習慣病や体調の乱れにつながっていきます。
　生活習慣病の代表的疾患である糖尿病と、高齢者にお
けるサルコペニアやフレイルとの関連性について米国の
研究では、糖尿病患者と非糖尿病患者を比較したところ、
糖尿病患者において骨格筋力低下が認められ、フレイル
を呈するリスクが1.52倍という報告があります。また、
体脂肪率や骨格筋量指数を用いて評価したサルコペニア

肥満では、性別に関係なく要介護状態に移行しやすいと
いった結果や歩行能力障害や転倒のリスクが高まること
が認められています。
　体組成計を利用すれば、体重計や体脂肪率では分から
なかった「筋肉量の低下」や「基礎代謝の減少」、「内臓
脂肪の増加」などに気付くことができ、それらの変化に
気付くことで、健康の悪化や間違ったダイエットを防ぐ
ことができます。

●生涯自分らしく過ごすために
　このように、高齢者糖尿病を含めた生活習慣病の予防
や治療にも、総合的な機能評価や体組成評価を定期的に
実施し、それらの結果に応じた運動の実践や、食事生活
を見直す等の予防対策に役立てられます。
　体組成は、町総合保健福祉センター内の町フィットネ
スセンターで測定できます。また、町でも年に１回体力
測定と体組成測定会を実施しています。これからも自分
らしい生活が過ごせるよう、年１回の測定を実践してみ
ましょう。

●お問い合わせ先
　町健康推進課
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8711

　日常の動作に欠かせない「下肢の筋力」は、加齢とともに衰えやすいため、
維持・強化が重要です。
　そこで、フィットネスセンターでは、体組成測定と下肢筋力測定を実施します。
健康な未来のために、まずは「足元の筋力」をチェックしてみませんか？

● InBody測定：筋肉量や体脂肪率などを測定し、ご自 
　身の体の状態を数値化
● CS30測定：椅子から立ち上がる動作を30秒間繰り返 
　し、下肢の筋力を測定
●実施期間：6月10日（火）～6月29日 ( 日 )
●測定可能時間
平日・土：11時30分～15時／16時～19時30分
日・祝：11時30分～15時／16時～16時30分
●測定料：550円 ( 税込 )
※事前にご予約いただくとスムーズに測定できます
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　 ４か月児健診

　　６月19日（木）　午前10時

　　７月17日（木）　午前10時

　 ７か月児健診

　　６月19日（木）　午前9時30分

　　７月17日（木）　午前9時30分

　 11か月児健診

　　６月19日（木）　午前９時

　　７月17日（木）　午前９時

　 １歳６か月児健診

　　７月８日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　６月20日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　７月８日（火）　午後１時10分

６月・７月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

月　日 当番医 電話番号

６月１日 谷 田 病 院 096-234-1248

６月８日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

６月15日 荒 瀬 病 院 096-234-1161
６月22日 谷 田 病 院 096-234-1248
６月29日 小 屋 迫 医 院 096-234-0165

●休日当番医

広報 こうさ ちゃん（1歳）
　お父さんの名前　
　お母さんの名前　（〇〇区）

　1歳になりました！
　　　　みーんな大好きだよ！

スマイル

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
   未就学児のお子さんの
笑顔を広報紙に掲載しま
せんか？  応募期限は
毎月７日まで。

  ご応募お待ち
  しています▶

　■お問い合わせ先
　町企画課
　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

今回はご応募がありませんでした。

見本のように、お子さんの写真と
メッセージを掲載します☆

引き続き、みなさんからの
ご応募をお待ちしています！

Smile

見　本

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

2日（月） 　身体測定 ( 身長・体重 )
4日（水） 　おもちゃ作り
6日（金） 　シール遊び
9日（月） 　ままごと遊び
11日（水） 　父の日のプレゼント作り
13日（金） 　タオル遊び
16日（月） 　電車ごっこ
18日（水） 　おやつ作り（要予約）
20日（金） 　ボール遊び
23日（月） 　ふれあい遊び
25日（水） 　ブロック遊び
27日（金） 　七夕飾り作り
30日（月） 　製作

 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

●６月の子育て支援カレンダー

●休日当番薬局
月　日 当番医 電話番号

６月１日 コ ー セ ー 薬 局 096-234-1491
６月８日 甲 佐 薬 局 096-234-3876
６月15日 三 恵 薬 局 096-234-3678
６月22日 コ ー セ ー 薬 局 096-234-1491
６月29日 甲 佐 薬 局 096-234-3876

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください
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峠で、「おんぶしてくれ～」と言うおば
けをおんぶしてあげた、ばあちゃん。子
守歌もうたってあげると、おばけは眠っ
てしまいました。起こしたらかわいそう
なので、家まで連れ帰ると…。ちょっぴ
りこわくて優しい、おばけの物語です。

日本に限らず、世界で注目を集める「非
認知能力」は、これからの時代を生きる
ために必要不可欠な「人間力」です。そ
れは一体どのような能力なのか、どうや
って伸ばせばいいのかを、イラストとと
もに分かりやすく紹介しています。

点滴を受けるミニチュアシュナウザーの
ゴエモン君、集中治療室にうずくまる老
犬メイプルちゃん…。飼い主の声に耳を
すませば、かけがえのない命の物語が聞
こえてきます。京都の「上京どうぶつ病
院」の１日を写真で紹介しています。

「リアルすぎる！」と話題の色鉛筆作家・
ここまるの絵画メソッドを大公開。果物
や花、ビー玉などの初心者向けのモチー
フから、人物、猫や犬などの難しいモチ
ーフまで、色鉛筆でまるで写真のように
描くテクニックを紹介しています。

つくりかたしり隊といっしょに工場見学
しよう！えんぴつ、歯ブラシ、10 円玉、
牛乳、ビー玉、絵本などの身近なものが
できるまでを、機械のイラストや工場の
俯瞰（ふかん）図で紹介。分かりやすい
イラストで細かいところまで楽しめます。

一般書 児童書

おんぶおばけ
いもとようこ 作・絵／金の星社

はたらく動物病院
　吉田亮人 写真 矢萩多聞文／創元社

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

「アンパンマン」「手のひらを太陽に」の
生みの親・やなせたかしが、作品誕生の
経緯と、戦争体験や下積み時代を乗り越
え、くじけずにやってきた元気の理由を
語る。波乱の人生をユーモアと好奇心で
生き抜いた痛快人生論です。

  

図
書
室

行
こ
う

へ

▲防災コーナーをぜひご覧ください

何のために生まれてきたの？
 やなせたかし 著／ PHP 研究所

サクッとわかるビジネス教養 非認知能力
 中山芳一 監修／新星出版社

ここまるのリアル色えんぴつ教室
 ここまる 著／誠文堂新光社

工場大ずかん つくりかたしり隊がいく！
　 うえたに夫婦 作／偕成社

■
災
害
に
備
え
る
！
自
分
と
家
族
を
守

　

る
備
え
を
！

　

日
本
は
世
界
的
に
み
て
も
災
害
が
多
い

国
で
す
。
地
震
、
台
風
、
集
中
豪
雨
、
土

砂
崩
れ
な
ど
、
大
き
な
災
害
が
た
び
た
び

起
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
は
、
も
し

も
の
時
に
役
に
立
つ
防
災
の
知
識
や
知
恵

を
得
て
、
備
え
る
た
め
の
手
助
け
と
な
る

本
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、
紹
介
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
は
、
家
族
構
成
や
居
住
地
の

状
況
で
必
要
な
も
の
や
避
難
の
方
法
な
ど

が
異
な
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
や
乳
幼
児

の
防
災
対
策
は
重
要
で
す
。「
命
」
を
守

り
、
そ
の
後
の
「
生
活
」
を
守
る
た
め
に

ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

　

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手
袋
人
形
、

手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容
で
す
。
子

育
て
中
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど
も
た
ち

と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

６
月
12
日
（
木
）　

午
前
10
時
30
分
〜

●
会
場

　

お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

　

セ
ン
タ
ー
図
書
室
内
）
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■
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す

　

甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
人

権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
人
権
啓
発
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
新
し
く
購
入

し
た
人
権
啓
発
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
区
・

企
業
・
個
人
な
ど
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。  

●
題
名
『
大
切
な
ひ
と
』（
令
和
5
年
作
・
34
分
）

　《
作
品
紹
介
》

　

愛
衣
は
、
大
学
の
友
人
・
大
哉
が
投
稿
サ

イ
ト
に
ア
ッ
プ
す
る
動
画
を
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
大
哉
が
投
稿
し
た

動
画
が
バ
ズ
っ
た
と
聞
く
。
し
か
し
、
そ
の

動
画
は
友
人
・
光
星
か
ら
の
助
言
で
作
ら
れ

た
、
か
つ
て
の
被
差
別
部
落
を
訪
れ
、
過
激

な
編
集
を
施
し
た
も
の
だ
っ
た
…
。

　

増
え
続
け
る
再
生
回
数
に
喜
び
、
次
々
に

同
じ
よ
う
な
動
画
を
ア
ッ
プ
す
る
大
哉
と
光

星
。
コ
メ
ン
ト
欄
に
は
差
別
を
お
あ
る
書
き

込
み
が
連
な
る
。
複
雑
な
気
持
ち
で
動
画
を

見
て
い
た
愛
衣
は
、
そ
こ
に
映
っ
て
い
る
家

に
見
覚
え
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

　
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る

部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
と
人
権
を
テ
ー
マ

に
、
誰
も
が
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
製
作
さ
れ
た
人

権
啓
発
ド
ラ
マ
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
町
人
権
教
育
推
進
協
議

会
で
は
、
人
権
啓
発
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
24

本
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
「
大
切
な
ひ
と
」
と
一
緒
に

ご
視
聴
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

職
場
や
家
庭
内
で
「
人
権
」
に
つ
い
て
話

し
合
う
き
っ
か
け
と
し
て
、
ぜ
ひ
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
8
）

▲『大切なひと』DVD

人
権 

〜
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
〜

人
権
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ご
紹
介

　４月19日（土）町生涯学習センター・ホールおよびギャ
ラリーモールで、甲佐町公民館自主講座学習発表会が開催
されました。
　公民館自主講座の全26講座のうち、ギャラリーモール
ではパッチワーク、水彩画、書道、ペン字教室、木工教室
の５講座の作品展示があり、ホールのステージではダンス、
演奏、合唱など10講座の発表がありました。学習発表会
に参加された方々は、日頃の練習の成果を十二分に発揮さ
れ、観客からは大きな拍手が沸き起こりました。
　来場者からは「皆さんの日頃の練習成果が見れてとても
良かった」、「キッズダンスがかわいかった」など嬉しい意
見をいただきました。
　今後も、寄せられた意見をもとに多くの皆さまにより楽
しんでいただける発表会にしていきます。

町公民館主催
公民館自主講座学習発表会が開催されました

　町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ
　
　●町青少年健全育成町民会議活動報告
　　同会議の令和６年度の活動内容を紹介する
　展示を行います。
　▶期　間　６月 16 日（月）～ 7 月 4 日（金）

community learning center

მ࠵
Ⱥɢɤ

■お問い合わせ先
町教育委員会公民館事務局
☎096-234-2447（内線321）

▲自主講座学習発表会のステージ発表で行われたキッズダンス
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■
肥
後
の
殿
様
に
愛
さ
れ
た「
や
な
場
」

　

竹
で
編
ん
だ
簀
（
す
）
に
落
ち
て

く
る
鮎
を
捕
る
簗
（
や
な
）
漁
で
す
が
、

甲
佐
の
や
な
場
は
、
加
藤
清
正
公
が

魚
捕
り
を
楽
し
む
た
め
に
設
置
し
た

茶
屋
を
起
源
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
肥
後

藩
を
治
め
た
細
川
忠
利
侯
に
よ
っ
て

復
興
整
備
が
進
め
ら
れ
、
代
々
の
藩

主
が
毎
年
と
れ
た
て
の
落
ち
鮎
を
楽

し
む
場
所
と
し
て
、
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
歴
史

あ
る
町
の
観
光
名
所
と
し
て
、
町
内

外
の
利
用
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

■
「
や
な
場
」
で
ア
ユ
料
理
を
楽
し
む

　

通
年
営
業
の
甲
佐
町
や
な
場
で
は
、

ア
ユ
漁
が
解
禁
と
な
る
6
〜
11
月
ま

で
、
夏
季
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
ア
ユ
を

使
っ
た
料
理
を
提
供
し
ま
す
。
料
理

長
の
又
野
さ
ん
は
、「
こ
の
季
節
は
稚

ア
ユ
の
揚
げ
が
お
す
す
め
で
す
。
料

理
の
品
数
も
増
え
た
の
で
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
（
一
社
）
パ

レ
ッ
ト
（
大
滝
祐
輔
代
表
）
が
、
町

を
代
表
す
る
観
光
施
設
「
や
な
場
」

の
運
営
を
担
い
、
さ
ら
な
る
地
域
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

▲緑川の清流の上に建つやな場（上）
　アユの塩焼きや刺身などが楽しめるコース料理（下）

歴

史

あ

る
「

や

な

場

」

６
月
か
ら
ア
ユ
料
理
を
提
供

　

５
月
13
日
（
火
）
甲
佐
高
校
で
「
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
若
あ
ゆ
の
陣(

体
育
大
会
種
目)

〜
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
は
、
甲

佐
高
校
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
体
育
的
行

事
」
の
総
称
で
す
。

　

当
初
実
施
予
定
で
あ
っ
た
10
日
（
土
）

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
態
が
良
く
な
か
っ
た

た
め
、
順
延
と
な
っ
た
大
会
で
し
た
が
、

平
日
に
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
来
賓
や
保
護

者
で
に
ぎ
わ
い
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
た
中

で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
全

校
生
徒
が
赤
団
と
青
団
に
分
か
れ
て
、
１

年
間
を
通
し
て
競
い
合
い
ま
す
。
競
う
の

は
春
の
体
育
大
会
種
目
、
夏
と
秋
の
球
技

種
目
、
そ
し
て
冬
の
長
距
離
走
大
会
で
す
。

　

こ
の
体
育
大
会
種
目
は
、
本
校
と
敷
地

を
共
有
す
る
松
橋
西
支
援
学
校
高
等
部
上

益
城
分
教
室
と
共
同
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

選
手
宣
誓
で
は
、
赤
団
団
長
の
田
中
さ
ん

と
青
団
団
長
の
荒
田
さ
ん
が
「
甲
佐
高
校

で
し
か
体
験
で
き
な
い
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
楽
し
い
思
い
出
に
な
る

よ
う
に
、
甲
佐
高
生
と
し
て
の
誇
り
を
胸

に
、
最
後
ま
で
正
々
堂
々
と
戦
い
抜
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
若
あ
ゆ
の
陣
は
青
団
が
勝
ち
ま

し
た
が
、
勝
敗
が
決
ま
る
長
距
離
走
大
会

ま
で
、
両
団
の
戦
い
は
続
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
若
あ
ゆ
の
陣
〜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲両団長の選手宣誓（上）と技巧走あゆの川登り（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 27

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

  県立甲佐高校（甲佐町横田 327）　☎ 096-234-0041
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　　　　　　　　　　　　　　　　※ カッコ内は担当課
　　　　　　　　　　　　　　　　※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R7.6 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。

日 月 火 水 木 金 土
5/25 5/26

 

5/27

 

5/28

 口座振替日
 （町税務課）

5/29

 消費生活相談
 （町福祉課）

 

5/30
 
納期限
夜間窓口
 （町税務課）

 

5/31

 やな場夏メニュー
提供開始 
 （町地域振興課）

1 2

行政区配達 
 （町総務課）
 法律・人権・行政相談 
 （町福祉課）

3

 

4
 

5

 消費生活相談
 （町福祉課）

6

  

7

 

8

 

9 10 11

 マイナンバーカード
夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

12

 消費生活相談
 （町福祉課）

13

 

14

 

15

 

16

 行政区配達 
 （町総務課）
 心配ごと相談 
 （町福祉課）
 愛の献血 
 （町健康推進課）

17

 

18

 認知症についての
 相談会
 （町福祉課）

19

4ヶ月児健診
7ヶ月児健診 
11ヶ月児健診 
 （町健康推進課）
 消費生活相談
 （町福祉課）

20

 すくすく2歳児
子育て相談

（町健康推進課）

21

 

22

 

23

 

24

 

25 26

 消費生活相談
 （町福祉課）

27
 
 

28
 

29

 

30
 納期限
 口座振替日
 夜間窓口
 （町税務課）

 7/1
 特定健診・若者健診・
がん検診（～7/6）
 （町健康推進課）
 行政区配達 
 （町総務課）
 法律・人権・行政相談 
 （町福祉課）  

7/2

  

7/3

 消費生活相談
 （町福祉課）

7/4 7/5
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町からのお知らせ

●７月から町の各種健診を実施します
　健診は、自分の体の状態を確認する大切な機会です。
　健診を受けることで生活習慣病を早期発見することができれば、生活習慣の見直しなどを相談し、保
健指導を受けることで生活習慣病の悪化を防ぐことにつながります。生活習慣病は自覚症状が出にくく、
気付かないうちにゆっくりと確実に進行している場合があります。症状が出てから対処すると、入院や
手術、長期にわたる治療やリハビリなど莫大なお金がかかってしまうことになります。
　健診で病気を未然に防ぐことは、快適な毎日を送るだけでなく、医療費の節約にもつながり家計への
手助けにもなります。
　町では、7月から町総合保健福祉センターで特定健診、若者健診、後期高齢者健診などの各種健診を
実施します。
　町の健診では、国民健康保険被保険者や後期高齢者医療保険被保険者などの受診費用を町が一部負担
します。個人負担も少なく済む町の健診をぜひご利用ください。

●健診の電子申請受付について
　令和３年度から電子申請サービスで健診の申し込みができるようになりました。６月16日（月）ま
でに電子申請サービスから申し込んだ人は７月に実施する健診をご案内します。６月17日（火）以降
の申し込みは、町健康推進課に直接お尋ねください。

●町の健診を町公式ウェブサイトで紹介しています
　住民健診について詳しく掲載していますのでぜひご覧になり、お得に健診を受けましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細は町公式ウェブサイトをご覧ください▶

【お問い合わせ先】
・町住民生活課
　☎０９６ー２３４－１１１３（内線１０８）
・町健康推進課（町総合保健福祉センター内）

　☎０９６ー２３５－８７１１

年に１回の健診で、自分の体の状態を確認しましょう！
受け忘れていませんか？特定健診・若者健診・後期高齢者健診

健診名 実施期間 対象者 個人負担金 健診内容

特定健診および
若者健診

７月1日（火）
～７月６日（日）

本町の国民健康保
険に加入している
20歳～74歳の人

1,000円（ 町 負
担約8,020円）

体格検査・血液検
査・尿検査・血圧
測定・心電図検査・
医師の診察など

後期高齢者健診 ８月21日（木）
～８月25日（月）

75歳以上の人およ
び一定の障がいが
ある65歳以上の後
期高齢者医療被保
険者

800円（町負担
約8,000円）

体格検査・血液検
査・尿検査・血液
測定・心電図検査・
医師の診察など

※上記の健診と併せて「がん検診」も実施します。「がん検診」は検査の種類で対象年齢と個人負担金が異な
　ります。詳細は、町健康推進課（町総合保健福祉センター内）までお尋ねください。
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I n f o r m a t i o n

甲佐町情報公開条例の運用状況

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
つ
い
て

■
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
つ
い
て

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金
等

の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以

下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
支
援
給
付
金
の
受
給
資
格
対
象
と
な
る
要
件

　

受
給
の
対
象
と
な
る
に
は
、
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

い
ず
れ
の
場
合
も
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
収

入
は
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
判
定
に
用

い
る
所
得
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

〇
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

・
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

・
同
一
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の
所
得
額
の

合
計
が
78
万
７
７
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

〇
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人

・
前
年
の
所
得
額
が
４
７
２
万
１
０
０
０
円
以

下
で
あ
る
こ
と

※
給
付
額
は
扶
養
親
族
な
ど
の
数
に
応
じ
て
増 

　

額
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

〇
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
給
で

　

き
る
人

　

受
給
対
象
と
な
る
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
同
封
の
ハ
ガ
キ
（
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
請
求
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
こ
れ
ま
で
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
給

　

し
て
い
た
人

　

日
本
年
金
機
構
が
引
き
続
き
支
給
要
件
に
該

当
し
て
い
る
か
確
認
し
、
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

支
給
金
額
が
変
更
と
な
る
人
に
は
「
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
支
給
金
額
改
定
通
知
書
」
が
、

不
該
当
と
な
る
人
に
は
「
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
不
該
当
通
知
書
」
が
そ
れ
ぞ
れ
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
不
該
当
の
人
で
住
民
異
動
な
ど
に

よ
り
受
給
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
再
度
請

求
が
で
き
ま
す
。

　甲佐町情報公開条例（平成13年甲佐町条例第20号）第26条の規定により、令和6年度の情報公開制
度の運用状況を次のとおり公表します。

区　分

実施
機関名

公文書の開示 審査請求

請求
件数

処理状況 請求
件数

処理状況

開示 部分開示 不開示 その他 開示 部分開示 不開示 その他

町長 28 22 ４ ０ ２ 0 ０ 0 ０ ０

議会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

教育委員会 0 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

選挙管理
委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

監査委員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

農業委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

固定資産評価
審査委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合計 28 22 ４ ０ 2 0 ０ 0 ０ ０

【お問い合わせ先】町総務課　☎０９６ー２３４－１１４０（内線２２５）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
年
金
事
務
所

　
☎
0
９
６
ー
３
6
７
ー
２
５
０
３

　

町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
ー
2
３
4
―
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
４
）
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お
知
ら
せ

電
気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

設
置
事
業
費
補
助
に
つ
い
て

　
有
害
鳥
獣
に
よ
り
農
地
に
お
け
る
農
作

物
被
害
が
相
次
い
で
お
り
、
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
の
低
減
に
向
け
て
、
有
害
鳥
獣

の
個
体
数
低
減
に
努
め
て
い
る
も
の
の
、

被
害
の
大
幅
な
低
減
に
は
つ
な
が
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

被
害
低
減
を
図
る
た
め
に
は
、
捕
獲
に

頼
る
だ
け
で
な
く
、
被
害
農
家
が
自
ら
進

ん
で
被
害
防
止
対
策
に
取
り
組
む
意
識

「
自
衛
意
識
」
が
必
要
で
す
。

　
町
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
を
防
止
す
る
た
め
に
最
も
有
効
な
手
段

の
1
つ
で
あ
る
「
電
気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
」
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者
と
補
助
対
象
経
費

①
補
助
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
内
に
農
地
を

有
す
る
者
で
、
３
戸
以
上
に
よ
る
共
同
の

取
り
組
み
を
行
う
者
。
か
つ
、
町
税
等
滞

納
が
な
い
者
（
世
帯
員
も
含
む
）

※
農
地
の
場
所
に
よ
っ
て
は
例
外
的
な
も

　

の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
農
政
課
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

②
補
助
対
象
経
費

　
電
気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
に
係

る
経
費
の
一
部(

他
の
補
助
制
度
と
の
重

複
お
よ
び
併
用
は
で
き
ま
せ
ん)
。

※
自
力
施
工
に
よ
る
も
の
と
し
、
施
工
費

　

は
含
み
ま
せ
ん
。

③
補
助
金
の
額

　
電
気
柵
等
の
資
材
購
入
費
用
の
5
割
以

内
で
、
１
事
業
に
つ
き
15
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

 　
町
農
政
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
4
‐
１
１
7
６

　　

こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
等
の
人
の
就
業
を
支
援
す
る
た
め
、
必

要
な
資
格
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者
（
次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
人
）

・
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
、
子
ど
も

　

お
よ
び
寡
婦
の
人
（
熊
本
市
在
住
の
人

　

を
除
く
）

・
希
望
す
る
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
可

　

能
で
、
技
能
・
資
格
取
得
に
意
欲
の
あ

　

る
人

・
ひ
と
り
親
家
庭
世
帯
で
あ
る
証
明
書
類

　

を
提
示
し
て
い
た
だ
け
る
人

▼
開
催
講
座
と
受
講
期
間

①
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

・
受
講
期
間

　

６
月
25
日
（
水
）
〜
11
月
26
日
（
水
）

の
毎
週
水
曜
日
（
全
18
回
）

※
受
講
会
場
は
、
嘉
島
町
町
民
会
館
で
す

　

が
、
自
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
も
可

②
医
療
事
務
講
座

・
受
講
期
間

　

令
和
８
年
１
月
10
日
（
土
）
〜
３
月
14

日
（
土
）
の
毎
週
土
曜
日
（
全
10
回
）

③
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

　

ト
検
定
対
策
講
座
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　

受
講
す
る
講
座
に
よ
っ
て
期
間
が
違
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
お
申
し
込
み
は
こ
ち
ら
▼

▼
申
し
込
み
期
限

①
６
月
４
日
（
水
）、
②
12
月
20
日
（
土
）

③
受
講
講
座
に
よ
っ
て
期
限
が
違
い
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援  

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
‐
３
３
１
‐
６
7
３
６

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧

❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（( 社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
人
の

資
格
取
得
を
支
援
し
ま
す
！
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６
月

１
日
（

日

）

は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
毎

年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
特
設
の

人
権
相
談
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
一
層
の

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
先

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
（
全
国
共
通

　

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

　

県
で
は
、
失
語
症
の
方
が
地
域
の
一
員

と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
失
語
症
の
症
状
や
対
応
方
法
を
理

解
し
た
う
え
で
、
日
常
会
話
の
支
援
や
外

出
場
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
支
援
者
を

養
成
す
る
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
講
習
会
日
程

　
８
月
か
ら
講
習
開
始

▼
対
象
者

　

自
宅
か
勤
務
地
が
県
内
の
人
、
令
和
７

年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
の
人

▼
受
講
申
し
込
み
期
限

　

７
月
19
日
（
土
）

　

詳
し
く
は
、
熊
本
県
言
語
聴
覚
士
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
こ
ち
ら
▼

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
障
が
い
者
支
援
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
３
５

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う

え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
人
生

１
０
０
年
時
代
を
健
康
で
心
豊
か
に
生
き

る
た
め
、
長
寿
を
楽
し
む
た
め
の
健
康
食

生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
食
育
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ
と
の
大

切
さ
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
災
害
時

へ
の
備
え
な
ど
、
家
族
や
身
近
な
人
と

「
食
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

くらしの情報

町税などの滞納処分（4月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ２件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 124,463円

tax

事 件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
4月 年累計

人 身 事 故 ０ ５

物 損 事 故 16 61

盗 難 な ど ３ ３

４月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数
4月 年累計

家 屋 ０ ０

原 野 ０ ０

そ の 他 ０ ０

合 計 件 数 ０ ０
4月16日～５月15日現在

fire prevention

昭和 50 年ご結婚のご夫婦へ

金婚夫婦表彰のお知らせ
　熊本日日新聞社主催で例年執り行われる金婚夫婦表彰に該当す
るご夫婦を受け付けています。
●該当するご夫婦
　昭和50年１月１日から同年12月31日までの間に結婚し、本年
で満50年を迎えるご夫婦
●受付期限
　６月13日（金）
●申し込み方法
　該当するご夫婦は、町総務課へ直接お申し込みください。電話
でも受け付けます。各行政区での取りまとめは行いませんのでご
注意ください。
●表彰式典などについて 
　８月下旬に熊本日日新聞紙上にご夫婦の氏名・年齢が掲載され
ます。また、町開催の表彰式を町生涯学習センター・ホールで９
月９日（火）に行う予定です。

【お問い合わせ先】
　町総務課　☎０９６ー２３４－１１４０（内線２２２）

６
月
は
食
育
月
間
で
す
！

失
語
症
向
け
意
思
疎
通
支
援
者

養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
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お
知
ら
せ

消

費

生

活

相

談

室

の

開

設

に

つ

い

て

　　

町
で
は
、
郡
内
４
町
と
連
携
し
て
、
消
費

生
活
相
談
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
相
談
室
で
は
、
訪
問
販
売
や
契
約
上

の
ト
ラ
ブ
ル
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
者

問
題
に
専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
相
談
室
に
は
、
最
近
、
高
齢
者
を
狙
っ
た

訪
問
販
売
な
ど
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
も
、
１
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
購
入
し
て
し
ま
っ
た
商
品
や
契
約
書

は
相
談
室
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後
１

時
を
除
く
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を

　
除
き
ま
す
。

▼
開
設
曜
日
・
会
場

●
月
曜
日

　
益
城
町
役
場
庁
舎
２
階
相
談
室
Ｅ

　
☎
０
９
６
‐
２
８
６
‐
３
２
１
０

●
火
曜
日

　
御
船
町
役
場
庁
舎
２
階
会
議
室

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
２
２
６

●
水
曜
日

　
嘉
島
町
役
場
庁
舎
１
階
相
談
室

　
☎
０
９
６
‐
２
３
７
‐
１
１
１
２

●
木
曜
日

　
甲
佐
町
老
人
い
こ
い
の
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
２
２
３

●
金
曜
日

　
山
都
町
役
場
１
階
相
談
室

　
☎
０
９
６
７
‐
７
２
‐
３
１
３
３

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　　

令
和
７
年
度
か
ら
特
別
児
童
扶
養
手

当
・
特
別
障
害
者
手
当
等
の
手
当
額
が
変

更
に
な
り
ま
す
。 

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

　

月
額
５
６
，
８
０
０
円(

令
和
７
年
４

月
分
か
ら)

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級

　

月
額
３
７
，
８
３
０
円(
令
和
７
年
４

月
分
か
ら
）

▼
特
別
障
害
者
手
当

　

月
額
２
９
，
５
９
０
円(

令
和
７
年
４

月
分
か
ら)

▼
障
害
児
福
祉
手
当

　

月
額
１
６
，
１
０
０
円(

令
和
７
年
４

月
分
か
ら)

※
各
手
当
は
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ

　

り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

☎
0
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
1
４

　

令
和
７
年
が
戦
後
80
周
年
に
あ
た
り
、

今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を

い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を

表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特

別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

▼
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

令
和
７
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い

て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没

者
等
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が
い
な
い
場
合

に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

お
１
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
令
和
7
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の 「
父
母
」「
孫
」「
祖
父

母
」「
兄
弟
姉
妹
」

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

　

有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た

　

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

　

入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
順
位
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族
（
お
い
、
め
い
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

　

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

　
（
基
本
的
に
同
一
の
戸
籍
に
入
っ
て
い

　

た
方
）
に
限
り
ま
す
。

※
順
位
③
、
④
に
つ
い
て
は
、
戦
没
者
等

　

の
死
亡
時
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
前

　

提
と
な
り
ま
す
。

▼
償
還
額

　

額
面
27
・
５
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名

国
債
（
年
額
５
・５
万
円
）

▼
第
１
回
目
償
還
日

　

令
和
８
年
４
月
15
日
（
水
）

▼
請
求
期
限

　

令
和
10
年
３
月
31
日
（
金
）

▼
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
（
内
線
１
４
５
）

　

電
線
付
近
で
の
魚
釣
り
は
感
電
事
故
の

お
そ
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
釣
り
糸

が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
九
州
電
力

送
配
電
㈱
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
電
力
送
配
電
株
式
会
社

　

☎
０
８
０
０-

７
７
７-

９
４
３
５

くらしの情報

電
線
付
近
で
の
感
電

事
故
防
止
の
お
願
い

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者

手
当
等
の
額
に
つ
い
て

第
十
二
回
特
別
弔
慰
金
の

支

給

に

つ

い

て
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町
で
は
「
国
勢
調
査
員
」
と
し
て
調

査
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を

広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
５
年
に
一
度
、
日
本
に

住
む
全
て
の
人
と
世
帯
が
対
象
と
な
る

最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

統
計
調
査
員
は
、
定
め
ら
れ
た
調
査

期
間
の
中
で
、
１
日
の
う
ち
数
時
間
を

調
査
活
動
に
充
て
る
な
ど
自
分
で
計
画

し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
で
す
。

　

多
く
の
調
査
員
の
協
力
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
詳
細
は
こ
ち
ら
▼

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

　　

あ
ゆ
ま
つ
り
花
火
大
会
の
無
料
優
待
席

申
し
込
み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。

▼
花
火
大
会
日
時
（
予
定
）

　

７
月
27
日
（
日
）
午
後
８
時
20
分
開
始

▼
場
所
お
よ
び
席
数

　

本
部
テ
ン
ト
横
（
中
甲
橋
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
内
、
ス
テ
ー
ジ
向
か
っ
て
左
側
）

屋
外
た
た
み
席
３
畳
×
３
ブ
ロ
ッ
ク

▼
決
定
方
法

　

３
グ
ル
ー
プ
を
抽
選
に
よ
り
決
定

▼
申
し
込
み
期
間
お
よ
び
申
し
込
み
方
法

　

６
月
9
日
（
月
）
〜
30
日
（
月
）

　

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
こ
ち
ら
▼

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

☎
0
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　

自
転
車
や
車
か
ら
離
れ
る
場
合
は
、
わ

ず
か
な
時
間
で
も
必
ず
カ
ギ
を
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

自
転
車
盗
の
多
く
が
無
施
錠
の
状
態
で

被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
カ
ギ
を
掛
け
る

こ
と
で
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
場
合

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
宅
の
敷
地
内
や
ア
パ
ー
ト
・
団
地
、

学
校
の
駐
輪
場
で
も
安
心
せ
ず
に
駐
輪
す

る
と
き
は
必
ず
カ
ギ
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
車
内
に
置
い
た
貴
重
品
を
ガ
ラ

ス
を
割
っ
て
盗
む
手
口
も
あ
り
ま
す
。
車

か
ら
離
れ
る
と
き
も
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

くらしの情報

く
ら
し
安
全

６
月
９
日
は
ロ
ッ
ク
の
日

カ
ギ
か
け
て
盗
難
防
止
！

国
勢
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

第
74
回
あ
ゆ
ま
つ
り
の
花
火
大
会

優

待

席

の

ご

案

内

詳細は、町公式ウェブサイト
をご覧ください▶

上益城郡民体育祭が開催されます
●開催日時　７月12日（土）・13日（日）
●開催場所　御船町を主会場とする上益城郡内

【陸上競技（トラック部門）】
100㍍、200㍍、400㍍、1500㍍、3000㍍、5000
㍍
【陸上競技（フィールド部門）】
走り幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、走高跳

【その他種目】
水泳、軟式野球、ソフトボール、卓球、バドミント
ン、バレーボール、バスケットボール、サッカー、
ゲートボール、グラウンドゴルフ、柔道、剣道、空
手道、弓道、銃剣道、相撲　ほか
※種目により年齢制限などがありますので、
　詳細は町社会教育課までお問い合わせください。
※出場人数には限りがあり、希望する人全員が
　出場できない場合もあります。ご了承ください。

【お申し込み・お問い合わせ先】
　町社会教育課　☎096-234-2447（内線323）

甲佐町スポーツ教室が開催されます
　町教育委員会では基本的技能を習得させ、心身の
鍛錬を図り、他の参加者との親睦を深めることを目
的とし、また町民が気軽にスポーツを楽しめる環境
を提供することにより、健康で活力あるまちづくり
を目指すとともに、指導者の育成につなげたいと考
え、スポーツ教室を開催してきました。
　今年度はテニス、ゴルフ、ジュニア馬術、健康ウ
ォーキング、陸上など年間を通して、各種競技の教
室を予定していますので、多くの方々のご参加をお
待ちしております。

【第１弾】甲佐町テニス (軟・硬式 )教室
開催日時　６月25日（水）午後６時30分から
開催場所　熊本甲佐総合運動公園テニスコート
対象者　町内在住小・中学生、高校生および一般の
方（一般の方については、町内勤務の方も可）
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﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

し
ゃ
べ
く
っ
て

　

医
者
ど
ん
よ
り
も
良
う
利
い
た 

広
田
み
ど
り

 

し
ゃ
べ
く
っ
て

　

肝
心
な
と
こ
聞
き
逃
し 

志
垣　
　

光

し
ゃ
べ
く
っ
て

　

オ
バ
タ
リ
ア
ン
の
お
楽
し
み 

平
井
や
よ
い

し
ゃ
べ
く
っ
て

　

注
意
横
目
に
止
め
よ
ら
ん 

光
永　
　

六

し
ゃ
べ
く
っ
て

　

ト
イ
レ
巡
り
の
よ
う
な
ツ
ア 

井
元
あ
ざ
み

し
ゃ
べ
く
っ
て

　

胸
の
つ
か
え
が
お
り
ま
し
た 

日
高　

美
里

し
ゃ
べ
く
っ
て

　

夕
飯
仕
度
間
に
合
わ
ん 

上
田　

梅
清

し
ゃ
べ
く
っ
て

　

返
杯
忘
れ
と
り
ゃ
せ
ん
な 

北
川　

直
美

﹇
短
歌
﹈ 

塚
原
暁
益 

選

朝
霧
は
川
面
に
煙
り
立
ち
上
り

変
わ
る
景
色
の
岸
の
向
こ
う
よ 

赤
星　

延
子

新
入
学
小
さ
き
背
な
に
ラ
ン
ド
セ
ル

曽
孫
の
笑
顔
ラ
イ
ン
で
届
く 

池
田
キ
ヨ
子

百
日
ぜ
き
吾
も
か
か
り
し
幼
き
日

手
を
ひ
く
母
の
姿
忘
れ
じ 
内
田
乃
武
子

久
々
の
か
し
ま
し
娘
の
お
茶
会
は

心
も
は
ず
み
至
福
の
時
よ 

緒
方　

明
美

情
愛
の
深
き
家
族
の
物
語

泣
い
て
笑
っ
て
「
に
わ
か
」
の
舞
台 

岡
部　

律
子

新
緑
を
競
っ
て
見
せ
し
山
々
に

黄
の
花
付
け
て
高
き
椎
の
木 

吉
永
由
紀
子

限
界
だ
気
力
体
力
衰
え
て

子
等
に
迷
惑
か
け
て
生
き
て
る 

塚
原　

暁
益

literary work
うたごよみ　～水無月～

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
①ピーマンを買ってきたら、一晩冷凍庫で凍

らせます。
②玉ネギは粗みじん切りにします。
③凍ったピーマンは水で洗い、半分に切り種

を取りましょう。これをザクザクと大きめ
に切り、手でギュッと絞り水気を切るのが
ポイントです。

④フライパンを熱したらひき肉を入れサッと
炒め、玉ネギとピーマンを加えます。

⑤ ④に塩コショウをしたら、カレー粉とケ
チャップを加え仕上げます。

※ゆで卵を添えるとボリュームアップ

ピーマンのドライカレー

　

今
年
も
６
月
に
入
り
、
夏
の
暑
さ
が

迫
っ
て
来
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雨
の
多
い

梅
雨
の
時
期
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
防
災
特
集
と
し
て
、
災
害
が
起

き
た
際
に
事
前
に
備
え
て
お
き
た
い
も
の

や
、
避
難
す
る
際
な
ど
に
つ
い
て
覚
え
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
甲
佐
町
の
文
化
財
〔
第
三

集
〕』
の
発
刊
と
い
う
こ
と
で
、
文
化
財

保
護
委
員
さ
ん
に
取
材
を
し
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
「
甲
佐
町
の
文
化
や
歴
史
を
後

世
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
い
う
熱
い
想

い
に
心
を
打
た
れ
、
私
も
本
を
手
に
取
り

甲
佐
町
を
巡
ろ
う
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　

私
は
今
月
号
か
ら
編
集
に
携
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
か
入
庁
１
年
目
か

ら
広
報
担
当
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
よ
い
巡
り
合
わ
せ
だ
と
思
い
、

町
中
を
駆
け
巡
り
ま
す
！
広
報
を
通
し
て

私
の
成
長
も
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
（
れ
）

　なかなか子供たちには人気がないピーマンですが、その栄養は多くのビタ
ミン類など素晴らしいものです。そして、ピーマンは実は傷みやすい野菜っ
てご存じですか？だから冷蔵庫で保存する時は、他の野菜に影響がないよう
ポリ袋に入れて保存すると、鮮度を保てます。
　また今回のように切って冷凍しておくと、凍ったまま調理できて便利だし、
栄養も保たれますよ。さらに冷凍することによって、ピーマン独特の苦みも
和らぎました。一度試す価値はあるかもしれませんよ。

【材料（２人前）】
ピーマン（大）…………３個
玉ネギ………………… 1/2個
豚ひき肉………………200㌘
カレー粉……………小さじ１
ケチャップ…………大さじ３
塩・コショウ……………少々
※好みでゆで卵

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひ と の 動 き
４月11日（金）～５月10日（土）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・木村　大輔様　　岐阜県
・海野　祐史様　　千葉県
・堀江　智司様　　東京都
・浅倉　華　様　　東京都
・西村　明夫様　　東京都
・小林　史哲様　　東京都
・甲斐　誉史様　　兵庫県
　　　　　　　　ほか多数
■お問い合わせ先
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

住　所 氏　名 性別 保護者

府　領 小堀　詠
え な

愛 女 将　太

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

ほか３人

　　　　今月の婚姻夫婦　0 組

住　所 氏　名 年齢 世帯主
白　旗 山形チズ子 96 美代子
大　町 小屋野ヨシ子 99 ヨシ子
横　田 上村やす美 86 康　雄
下横田 淺木建十郎 81 洋　子
船　津 後藤美和子 97 美和子
緑　町 西村　節二 86 吉　子
田　口 丸山　惠子 95 惠　子
仁田子 美濃部俊夫 91 祥　子
芝　原 佐藤　　實 86 充

ほか６人

「広報こうさ」アンケー
ト実施中！ご協力をお
願いします▶
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今
年
4
月
に
町
消
防
団
長
に

就
任
し
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
活
動
に
従
事
す
る
の

は
、
堀
田
高
志
さ
ん
（
緑
町
区
）。

地
域
住
民
な
ど
多
く
の
人
々
に
親

し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
そ
の
人
柄
に

は
、
家
業
と
地
域
へ
の
深
い
思
い

が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

堀
田
さ
ん
の
家
業
で
あ
る
惣
菜

店
「
キ
ッ
チ
ン
菓
り
ん
」
は
、
戦

後
ま
も
な
く
町
の
商
店
街
で
惣
菜

屋
を
始
め
た
の
が
出
発
点
。「
祖

父
が
始
め
た
惣
菜
屋
を
、
父
が
引

継
ぎ
、
母
と
一
緒
に
店
を
支
え
て

き
て
く
れ
ま
し
た
」と
堀
田
さ
ん
。

現
在
は
、
店
長
と
し
て
両
親
と

共
に
店
を
切
り
盛
り
し
て
お
り
、

「
特
別
な
注
文
が
あ
る
日
は
、
早

朝
3
時
か
ら
仕
込
み
を
始
め
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
作
り
の
惣

菜
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、『
お

い
し
か
っ
た
』
と
言
わ
れ
る
と
嬉

し
い
で
す
ね
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

現
在
、
町
消
防
団
員
３
４
４
人

を
束
ね
る
団
長
と
し
て
地
域
の
た

め
に
尽
力
す
る
堀
田
さ
ん
が
消
防

団
に
入
っ
た
の
は
、
県
外
か
ら
地

元
へ
戻
っ
た
約
25
年
前
。「
実
は

最
初
は
入
団
を
断
っ
て
た
ん
で

す
。
で
も
何
度
も
誘
わ
れ
て
、
断

り
き
れ
な
く
て
」
と
振
り
返
る
。

入
団
当
初
は
周
囲
に
知
り
合
い
も

少
な
く
、
活
動
に
も
消
極
的
だ
っ

た
が
、
転
機
と
な
っ
た
の
は
消
防

操
法
大
会
へ
の
参
加
だ
っ
た
と
い

う
。「
大
会
に
選
手
と
し
て
出
場

し
た
こ
と
で
、
操
法
練
習
を
通
じ

て
仲
間
と
の
絆き

ず
な

が
で
き
た
ん
で

す
。
消
防
団
員
と
し
て
の
消
火
活

動
の
ス
キ
ル
向
上
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
緊
張
感
の
中
で
息
を
合
わ

せ
る
経
験
は
、
実
際
の
火
災
発
生

時
の
消
火
活
動
に
も
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
」と
当
時
の
思
い
を
語
る
。

　

本
町
で
は
、
冬
場
の
林
野
火
災

や
近
年
利
用
者
の
増
え
た
津
志
田

河
川
自
然
公
園
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
の
火
の
不
始
末
な
ど
が
原
因

の
火
災
な
ど
も
発
生
し
て
い
る
。

「『
火
災
ゼ
ロ
』
を
目
指
し
て
、
見

回
り
や
注
意
喚
起
な
ど
の
予
防

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
堀
田
さ
ん
。
火

災
が
起
き
れ
ば
、
い
ち
早
く
現
場

に
駆
け
つ
け
、
水
利
の
確
保
や
延

焼
防
止
に
努
め
る
「
地
域
防
災
の

要
」
で
あ
る
消
防
団
。「
建
物
火

災
に
は
消
防
署
が
主
に
対
応
し
ま

す
が
、
私
た
ち
団
員
も
大
切
な
地

域
を
守
る
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま

す
」
と
語
る
姿
か
ら
強
い
責
任
感

が
伝
わ
る
。
堀
田
さ
ん
は
、「
仕

事
と
消
防
団
の
活
動
の
両
立
は
正

直
大
変
で
す
。
し
か
し
、
誰
か
が

や
ら
な
け
れ
ば
地
域
は
守
れ
な

い
。
だ
か
ら
、
自
分
に
で
き
る
限

り
の
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
穏
や
か
な
口
調
の
中
に
確
か
な

誇
り
を
に
じ
ま
せ
る
。

　

雨
の
多
い
季
節
を
迎
え
、「
梅

雨
時
期
は
、
火
災
だ
け
で
な
く
水

害
に
も
備
え
が
必
要
で
す
。
土
の

う
袋
の
準
備
や
避
難
場
所
の
確
認

な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

お
い
て
ほ
し
い
で
す
」
と
、
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
の
「
備
え
」
の

重
要
さ
訴
え
る
堀
田
さ
ん
。「
消

防
団
は
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
を
守
る
力
に
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
防
災
へ
の
意

識
を
常
に
持
ち
、
大
切
な
命
を
守

る
行
動
を
心
が
け
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
る
堀
田
さ
ん
の
言
葉
に

は
、
日
常
と
防
災
を
つ
な
ぐ
温
か

な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

「
備
え
」
は
、
地
域
を
守
る
力

今
で
き
る
防
災
を
一
緒
に

Kosa
Style
こうさ スタイル

町消防団 団長。今年４月に団
長に就任し、地域防災力の向上
に務める。地域に愛される惣菜
店「キッチン菓りん」の店長で、
趣味は遠出しての魚釣り。 〔緑町区〕

広
報
こ
う
さ

2025
june
N
o.671

ま
ち
と
人
の
想
い
が
交
わ
る
情
報
交
差
点

発
行

　
　

甲
佐

町
発

行
人

　
甲

佐
町

長
 甲

斐
高

士
編

集
　

　
企

画
課

TEL　
096-234-1111（

代
表

）
FA

X　
096-234-3964

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.kosa.lg.jp/

堀田 高志さん
Takashi　Hotta
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